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＜連絡事項＞
・汚染伝票の記載について。
　文字を丁寧に記載し、提出する事。また、防水シーツの汚染提出の際は、「私物発注伝票」を一緒に提出する事。

＜入室状況＞
【入院】
・金田　英美様～東合
【転出】
・なし
【ユニット移動】
・なし

＜患者様連絡事項＞
・北川　ミドリ様～長男様より連絡がある。八戸市立市民病院呼吸器内科受診について、問い合わせたところ、連携室を通して、紹介状をFAXして頂きたいとの事であった。以降、受診日予約となる。また、本人より、置時計の依頼があった為、後日持参して頂く事となった。

・笹渡　直之様～退院指示、退院時処方4日分、初外来日：R7.7.7（月）11：30（おおぞらクリニ
ック）予約済。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。
　　　　　　　　開放観察中、他室侵入繰り返し早めに開放観察終了している。自室内では静穏にて経過。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後3時間ずつの開放観察指示あり。眼光の鋭さあるも他者トラブルや不穏、興奮なく経過され、開放観察終了している。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後3時間ずつの開放観察指示あり。スタッフ対面時対応も
落ち着かれ、希死念慮迂や危険行為なく他者トラブルもなく経過。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～午前午後2時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中はホールへ出て来られテレビ観て過ごされ危険行為や希死的発言聞かれず経過。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・佐藤　朋代様～身体拘束中。幻聴に関する言動聞かれるが、切迫性や興奮なし。看護師見守りの下上肢の拘束解除し食事摂取される。危険行動なく経過する。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年6月27日　15：07
　氏　　名：金田　英美（かねた　ひでみ）様
　生年月日：昭和45年12月13日（54歳）
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　初飲は18歳頃。平成元年高校卒業後、上京し東京にてわらべや
日洋へ就職(コンビニ弁当製造)。同年7月には退職し建設大工の仕
事へ転職。その後、現場監督となり福島県にて就労。29歳頃と31歳
頃に肺結核にかかり、仕事を休んでいた。この頃より、朝からの飲
酒が見られるようになり、傷病手当をもらって休職している状況で
あったが、気持ちも仕事に向かず、飲酒量が増加。焼酎(大五郎)4L
を4日で飲み切ってしまってしまっていた。平成12年以降青森県へ
帰郷。平成17年には、吐血し城北病院へ3日間入院していた。平成27
年には両側腎細胞癌にて八戸市立市民病院にて手術をしている。
令和1年6月頃より飲酒再開。同年12月には腹痛の為青森労災病院
救急外来受診。検査実施し、アルコール性肝硬変症が認められて
いた。同月7日自宅へ退院。今後の治療として当院での治療を勧め
られ、令和2年1月16日当院初診。以後、アルコール依存症治療プロ
グラム実施の為、2回の入院歴あり。
　令和7年6月17日、本人より連絡あり。4ヶ月前から飲酒を再開し
ており、再度アルコール依存症治療プログラムを実施希望があり、
6月27日にて調整しているが、妻より早期の受け入れの希望あり。
身体疾患も多くあるため、まず6/20再受診し、医師の診察後入院
の検討を行っていくこととしていたが本人の拒否強くキャンセル
となっていた。その後、妻より再度入院相談あり、R7.6.27　東
病棟合併症室へ任意入院となる。　　　　　　　　
